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麦斑葉モザイク病ウイルスの種子伝染
機構および花粉伝染について























1959年度には殺菌水で洗樵し， また， 1960年度にはライポン F*の100倍液に数分間浸
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1960 年度の実験では第 4表に示すように，春星種で睦の~J離が可能になった 12 日目以降
第 4表 熟度の異なる大麦種子中における麦斑業モザイク病
ウイルスの分布 (2)
開花後日数 収 穫 後
12 20 35 A B C D E 計
怪 2/28 25/30 22/25 8/10 6/10 7/10 9/10 9/10 39/50 
匹 乳 30/30 26/29 20/30 7/10 6/10 6/10 7/10 7/10 33'50 
果種皮 30/30 8/30 0/25 
穎 0/29 
業 13/13 






















交 配 組 合 稔実歩合 種 子 伝 染
♀ s % % 
赤 神 カ (H) x 赤 神 カ (0) 29/112 24.8 
春 星 (H) x 春 星 (0) 4.1 
~ (0) x ク (H) 19/ 35 54.3 
ハルピγ2条 (H) x "、ルピγ2条 (H) 98.1 0/106 。
今 (H) x イ少 (0) 91.8 32/ 90 35.6 
~ (0) x 。 (H) 84.7 103/111 92.8 
~ (0) x 。 (0) 91.9 54/ 64 84.4 
Imperial (H) x "、Jレピγ2条 (0) 94.1 18/229 7.9 
ハルピγ2条 (0) x Imperial (H) 83.9 33/171 19.3 
Wien (H) x 剣吉 3 号 (0) 89.5 33/1ll 29.7 
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